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第5号にむけて

新しいライフスタイルの広がりにより、従来の定住型移住だけでなく、二拠点居住や週末移住など、さまざま

なかたちの移住が実現できるようになりつつある昨今、そういった地方暮らしに興味を持つ人や、多拠点居

住を目指す人々を後押ししたい。そんな想いから、2020年5月、『複住スタイル1号』は発刊しました。

そして2020年10月の2号では、コロナ禍の対応から、テレワーク、リモートワークにフォーカスした特集で構

成。2021年6月の３号では、子どもの教育について深掘りした特集で発刊。同時に『複住スタイルWEB

サイト＆SNS』の配信をスタートしました。最新４号では、コロナ禍を踏まえての移住最新事情を特集。そ

して今夏5号は、すべてのベースとなる“住まい”をメインテーマで紹介する予定です。併せて、多拠点居住

のノウハウ、先輩移住者のインタビュー、各自治体の取り組み、連載企画など幅広く紹介していきます。

1号 2号

バックナンバー紹介

3号

2021年12月4号



特集 Ⅰ
地方暮らしの足がかりに 移住・二拠点の住まいの選択肢（仮称）

移住や多拠点居住を始めるにあたり、最初に決めなければいけないのが“住まい”です。とはいえ、いきなり地

方に家を建てたり、新築の戸建てを購入したりするのはちょっとリスキー。まずは、比較的安価に住める集合住

宅や空き家などで暮らし、その地域での生活基盤を整えるのが現実的です。

そこで本特集では、移住・二拠点居住の“足がかりとなる住まい”について提案します。自治体主導で行ってい

る空き家バンクや空き家リフォーム事業、さらに定住促進住宅などを紹介し、実際に移住してそこに住まう人々

のインタビューも掲載。さらに、住まい探しのHow toや、地方の住まい探しにまつわる体験談など、実際に地

方の家を探すときに役立つ情報も盛り込みます。

［特集コンテンツ（予定）］

■どうやってみつける？住まい探しのHow to

空き家バンク制度の紹介や、地方の家探しの体験談など、住まい探しに役立つ情報を紹介。

■空き家を我が家に！

自治体が所有者から空き家を借り上げ、リフォームして移住者に貸し出すなど、空き家活用に積極的な自治体の取り組みを紹介。また、実際に

空き家を借りて住んでいる移住者に家探しの体験談や住み心地などをインタビュー。

■あなどれない！定住促進住宅

自治体が移住者に向けて用意している定住促進住宅。地元産木材を使ったぬくもりあふれる戸建てや、交流施設と一体になった集合住宅など、

魅力的な物件を取りそろえる地域も。

■住まい関連の支援制度

空き家リフォーム代の助成や家賃補助など、住まいに関する支援制度を紹介。
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特集Ⅱ
仕事・働き方の最新事情 農業・林業・漁業で生きがいを見つける（仮称）

各地方の移住事業と絡めた、地域活性化の支援策として、最も力を入れている職業の中でも“一次産業”に

フォーカスして、最新事情を紹介しつつ、自治体とそれに連携する企業体を紹介していきます。

[特集コンテンツ（予定）]

■週末体験に参加

・農業、林業、漁業で生きがいを見つけるために、まずは週末体験。

自治体・企業の取り組みを紹介／クラインガルテン体験／就農移住プロジェクトほか。

・実践者インタビュー。

仕事の内容と目標／地域の特色／ライフスタイルを紹介。

■６次産業への展開

・生産から一般消費者への販売まで、ワンステップで取り組む事業体を紹介。

■多拠点居住 推進の取り組み

・支援サービス紹介／メリット・デメリットの紹介。ほか
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連載ラインナップ予定

■あの街の風景

南北に長い日本、それぞれの街を象徴する印象的な風景をグラビアで紹介。

■複住Topics

複住に役立つ様々な情報を、コラム形式

で掲載。旬の最新情報をお届けします。

■移住にまつわるお財布事情

移住に必要な情報として、費用の話は切り離せません。

実際にどれだけ必要なのか、どこから支援を受けられる

のか、いちばん大事な情報を紹介します。
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■日本の島めぐり

四方を海に囲まれたこの国では、移住先として島は根強い人

気があります。毎号１つの島に絞ってその魅力に迫ります。

■暮らすWORLD

日本を離れ、はるか外国に移住の地を求めた人た

ちの実体験をインタビュー形式でレポートします。

■地域ブランド図鑑

地方が自信をもっておすすめする数々

の一品をご紹介。
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複住スタイルWEBサイト

TOPページ 個別ページ

雑誌と連動した記事から、雑誌では紹介しきれなかったコンテンツを紹介。

今後はWEBの独自色を主に充実を図っていきます。
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SNS公式アカウント開設！

Facebook

Instagram

・複住スタイルの認知度アップ

・移住に興味があるフォロワーに直接発信

・リアルなイベント情報も発信可能

・自治体移住窓口と相互フォロー

・取材者募集のツールとして利用可能

Twitter
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広告掲載料金表（本誌）

入稿スケジュール

●申し込み締切日：発売40日前（純広告）

●申し込み締切日：発売60日前（編集タイアップ）

●原稿締切日（色校あり）：発売30日前

●原稿締切日（色校なし）：発売14日前

媒体データ

●媒体名 ：複住スタイルｖｏｌ．5

●発売日 ： 2022年6月29日発売予定

●刊行サイクル ：不定期

●定価（本体） ： 1,100円（1,000円）

●販路 ：全国書店

●装丁 ：A4判

●綴じ ：平綴じ

●頁改 ： 112ページ

●発行部数 ：30,000部

【純広告料金表】

スペース 料金（税抜） サイズ（天地×左右）

表4 ¥1,000,000 237×210

表2 ¥800,000 297×210

表3 ¥600,000 297×210

本文：4Ｃ1Ｐ ¥600,000 297×210

本文：4Ｃ1/2Ｐ ¥400,000 148×210

本文：4Ｃ1/4Ｐ ¥300,000 148×105

【編集タイアップ広告料金表】

スペース料金 上記同様

制作料金 1Ｐにつき¥300,000

特記事項

＊純広告原稿は「完全パケデータ」でご入稿ください。

＊広告掲載には審査があります。予めご了承ください。

＊掲載スペースには限りがあります。申し込み優先とさせていただきます。

＊編集タイアップ記事は原則2ページから掲載が可能です。

＊遠隔地での取材や特殊撮影、モデル使用等が伴う場合は別途実費をいただきます。

＊表周りは最大、1回の校正をお出しします。中面におきましては校正は出ません。予めご了承ください。
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広告掲載料金表（ＷＥＢ）

【ＷＥＢ広告料金表】

スペース 料金（税抜） 備考

ボディ広告 ¥300,000 各種写真素材、テキストをご提供ください。

カラム上部 ¥250,000 各種写真素材、テキストをご提供ください。

カラム下部 ¥200,000 各種写真素材、テキストをご提供ください。

取材、編集あり 応相談 クライアント様の要望に合わせて現地取材及びテキスト作成を致します。

特記事項

＊広告掲載には審査があります。予めご了承ください。

＊遠隔地での取材や特殊撮影、モデル使用等が伴う場合は別途実費を

いただきます。

＊掲載期間は無期限です。

（開始日指定は応相談、開始時間指定は受け付けておりません。）

入稿方法

＊広告原稿（各種写真素材、テキスト）の入稿方法は電子メールにデータを

添付し、下記メールアドレスまでご入稿をお願い致します。

広告受付メールアドレス： fukuju_style@eiwa-inc.com

＊広告内容およびリンク先サイト内での全ての情報に関するユーザからの

クレーム等については、広告主の責任において対処されるものであり、

弊社では一切責任を負わないものとします。

ボディ広告

カラム上部

カラム下部
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＜発行元＞ 株式会社英和出版社
〒110-0015
東京都台東区東上野3-15-12エムプレイス東上野6階
電話：03-3833-8777 FAX：03-3833-8779
担当：石坂 敦
E-mail：ishizaka＠eiwa-inc.com

広告掲載に関する注意事項

以下に該当すると判断される広告は掲載をお断りさせていただく場合がございます。
予めご了承ください。

・法律、法令、条約に違反もしくはその恐れのある広告

・布教活動等の宗教や思想の伝達を目的とした広告

・医療、医薬品、化粧品において厚生労働省が承認していることが不明瞭な広告

・ギャンブル、もしくはそれを助長するようなサイトの広告

・行政処分の最中にある企業や社会的信用を著しく落とした企業の広告

・コンプレックスを刺激したり不快感を感じさせる広告

・情報の取り扱いに関して不審な点が見られたり信用の低いサイトの広告

・反社会的な団体及び個人活動、行為を助長する恐れのある広告

・問い合わせ先や解約方法が分かりやすく表示されていない広告

・料金や利用条件が分かりやすく表示されていない広告

・公序良俗に反する内容を含む広告

・暴力や犯罪を肯定し助長する表現が含まれている広告

・第三者を誹謗中傷または排除する表現が含まれる広告

・第三者の権利（著作権、商標権等の知的財産権、肖像権、プライバシー）を侵害する広告

・ユーザーからクレームが発生する恐れのある広告

・その他、弊社が不適切と判断した広告
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